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▼搾乳素牛価格（北海道） （単位：円・頭）

▼
世
論
調
査
で
安
倍
内
閣
に
対
す
る
支
持

率
が
七
割
程
度
と
高
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

▼
支
持
率
上
昇
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
名
付
け
た
安
倍
氏

の
積
極
的
な
経
済
刺
激
策
が
国
民
に
評

価
さ
れ
て
の
結
果
か
？

▼
日
経
平
均
株
価
は
、
一
万
一
千
円
を
突

破
し
て
四
年
ぶ
り
の
高
値
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
の
株
式
市
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
世
界
で
最
も
良
好
だ
と
表
す
る

声
も
聞
こ
え
る
。

▼
二
月
十
二
日
の
朝
刊
で
は
、
北
朝
鮮
核

実
験
成
功
、
そ
の
前
に
は
、
尖
閣
諸
島

海
域
で
、
中
国
海
軍
に
よ
る
海
上
自
衛

隊
護
衛
艦
へ
の
射
撃
用
火
器
管
制
レ
ー

ダ
ー
照
射
問
題
が
報
じ
ら
れ
た
。

▼
安
倍
内
閣
の
背
負
う
も
の
は
、
デ
フ
レ

対
策
の
み
で
は
無
い
。
近
隣
諸
国
と
の

間
に
緊
張
感
が
漂
う
。

▼
『
遺
憾
の
意
』を
伝
え
抗
議
し
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
行
う
姿
勢
の
構
え
で

あ
る
よ
う
見
受
け
る
。

▼
し
っ
か
り
と
し
た
平
和
的
解
決
へ
の
手

腕
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
い
。

▼
先
に
国
の
補
正
予
算
が
決
定
し
、
経
済

緊
急
対
策
等
が
講
じ
ら
れ
た
。

▼
酪
農
家
が
晒
さ
れ
る
経
営
環
境
は
、
円

安
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
加
え

て
、
シ
カ
ゴ
穀
物
相
場
・
輸
入
乾
牧
草

▼子牛価格（三次市場） （単位：円・頭・kg・％）

家畜市場
価格の推移

【1月】

市　　場 開催日 出場頭数 成立頭数 成立率 最高価格 最低価格 平均価格

南 北 海 道 11 日 105 100 95.2% 677,250 396,900 506,111

釧 路 16 日 236 199 84.3% 665,700 409,500 531,796

豊 富 18 日 287 175 61.0% 635,250 401,100 594,600

十 勝 23 日 807 715 88.6% 810,600 200,550 558,402

北 見 24 日 371 241 65.0% 625,800 347,550 524,272

合 　 計 1,806 1,430 79.2% 810,600 200,550 543,036

種　　類 入場頭数 成立 取引 最高 最低 平均 体重

スモール
雌 15 9 60.0% 81,900 1,050 18,410 62

雄 298 256 85.9% 38,850 1,050 18,957 63

計 313 265 84.7% 81,900 1,050 18,931 63

F1
雌 202 185 91.6% 124,950 1,050 71,286 57

雄 213 198 93.0% 172,200 1,050 116,565 59

計 415 383 92.3% 172,200 1,050 94,525 58

ホルス (5 才）雌 55 48 87.3% 275,100 35,700 117,867 698
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価
格
の
上
昇
が
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
と
な

り
、
平
成
二
十
年
度
配
合
飼
料
の
㎏
当

た
り
の
単
価
七
十
円
に
迫
る
勢
い
す
ら

あ
る
。

▼
原
油
高
の
併
発
か
ら
、
酪
農
経
営
に
お

け
る
所
得
率
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
な
る
の

で
は
と
危
機
感
す
ら
覚
え
る
。

▼
平
成
二
十
四
年
二
月
の
輸
入
乾
牧
草
単

価
は
と
言
う
と
、
前
月
比
で
オ
ー
ツ
ヘ

イ
、
ス
ー
ダ
ン
ヘ
イ
の
単
価
は
共
に
二

円
値
上
げ
の
六
十
円
程
度
と
な
っ
て
い

る
。

▼
酪
農
経
営
の
基
本
は
、「
土
作
り
」、「
草

作
り
」、「
牛
作
り
」
と
先
陣
か
ら
の
言
葉

を
思
い
出
す
。

▼
隣
県
の
鳥
取
県
は
、
草
作
り
に
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
事
業
を
完
成
さ
せ
、
昨
年
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
は
、
坪
刈
り
九
ト

ン
と
聞
い
た
。

▼
今
、
酪
農
経
営
の
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、

自
給
粗
飼
料
の
増
産
な
ど
、
近
い
将
来

の
酪
農
経
営
像
を
考
察
し
、
早
期
に
実

行
す
べ
き
は
実
行
す
る
こ
と
が
肝
要
で

は
無
い
か
。

▼
こ
の
取
り
組
み
、
総
て
個
々
の
酪
農
家

で
解
決
す
る
に
は
、
経
営
者
年
齢
、
後

継
者
問
題
、
旧
草
地
の
山
林
化
問
題
な

ど
障
壁
も
多
い
の
で
は
無
い
か
。

▼
広
酪
は
、
T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を

検
討
し
て
い
る
。
統
合
後
の
施
設
を
起

点
と
し
た
中
で
、
組
合
員
皆
様
の
提
案

を
お
寄
せ
戴
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

▼
農
協
法
第
八
条
を
意
識
す
る
中
で
・
・
・
。

■市町別生乳受託量の進捗状況（1月）� （単位：トン）

■生乳受託実績（1月） ■市町別の生乳出荷組合員
　による購買品利用高の状況（12月）

■生乳需給の前年比推移（12月）�(単位:%)

地　域 備　北 南　部 西　部 東　部 合　計

生乳出荷組合員戸数（戸） 45 12 54 48 159

生乳出荷量（㌧） 1,572.1 427.4 1,149.3 1,312.6 4,461.3

前年同月対比（％） 98.0% 98.7% 97.8% 95.8% 97.3%

前月対比（％） 101.7% 97.9% 103.0% 100.4% 101.2%

生乳出荷累計（㌧） 15,894.6 4,330.4 11,682.9 13,097.3 45,005.2

広酪構成比（％） 35.3% 9.6% 26.0% 29.1% 100.0%

No 市 町 名
購買品利用高

（千円）
生乳出荷量

（㌧）
購買品利用

占有率
生乳 1 ㎏当たりの
購買品利用高（円）

1 庄 原 市 47,028 908 27.20% 51.8

2 三 次 市  33,759 871 19.50% 38.7

3  安芸高田市 20,009 382 11.60% 52.4

4 府 中 市 19,202 257 11.10% 74.7

5 北 広 島 町 18,447 480 10.70% 38.5

6 東 広 島 市 6,979 376 4.00% 18.6

7 福 山 市 6,824 130 3.90% 52.6

8 世 羅 町 6,649 526 3.80% 12.6

9 三 原 市 5,549 70 3.20% 79.4

10 廿 日 市 市 2,979 65 1.70% 45.6

11 広 島 市 2,713 91 1.40% 26.4

12 神石高原町 2,413 91 1.40% 26.4

13 呉 市 376 61 0.20% 6.2

合計 172,925 4,407 100.00% 36.6

市町名 生乳生産量 生産占有率 前年比（同月） 24 年度累計 前年比（累計）
庄 原 市 920.2 20.6% 98.8 9,270.4 96.4%
三 次 市 860.8 19.3% 94.6 8,583.7 93.4%
世 羅 町 502.5 11.3% 96.6 5,123.6 105.1%
北 広 島 町 478.4 10.7% 93.8 5,049.2 96.1%
安 芸 高 田 市 403.8 9.1% 105.9 4,010.5 96.8%
東 広 島 市 368.1 8.3% 96.8 3,786.2 96.5%
府 中 市 256.6 5.8% 94.9 2,642.8 98.1%
広 島 市 205.3 4.6% 97.6 1,947.8 97.1%
福 山 市 128.6 2.9% 95.0 1,320.7 99.5%
三 原 市 115.1 2.6% 104.5 1,120.5 100.8%
神 石 高 原 町 101.0 2.3% 102.4 930.2 82.6%
廿 日 市 市 61.6 1.4% 84.4 675.6 94.8%
呉 市 59.3 1.3% 111.9 544.2 98.7%
合   計 4,461.3 100.0% 97.3 45,005.2 96.7%


